
事業紹介
私たちこんなことしています

デポーに惣菜を！
地域に安心なお弁当を！

W.Co キッチン菜な

生協まちづくり

食

はい、オルタ館受付です

W.Coéｋｏｕ
エコー

　「キッチン菜な」は設立して10年を迎えました。さがみ生活ク
ラブ生協の相武台・南林間デポーの組合員・デポットの協力も
あって「デポーに惣菜をなくしたくない」「地域に安心なお弁当を
待っていてくれる人がいる」そんな想いから立ち上げた惣菜
W.Coです。
　「キッチン菜な」と名前が付けられたのは、食のW.Coと名前で
わかるものにしたいということと、『菜』という字に込められた「野
菜を多く使った健康によいお弁当を提供したい」という想いに全
員が一致したこと、ナナという読みも可愛かったからです。菜なの
お弁当は野菜が本当に多く使われています。栄養満点なんですヨ。
　地域へのお弁当は1個でもお届けしています。「近くに住む高齢
のお母さんにお弁当を届けて欲しい」「ケガをして料理ができな
い」、そんな時に頼りにしてほしいのが私たちのお弁当です。歳を
とると毎日の昼食を用意するのは大変で、どうしても栄養も偏っ
てしまいがちですよね。生活クラブの豚肉や鶏肉をメインに野菜
たっぷりの副菜のお弁当を食べて、いつまでも元気に暮らしてい
ただけたら嬉しいです。
　メンバーもお昼は味見も兼ねてお弁当を食べているせいか、風
邪をひいてもすぐに治るようで、元気いっぱいで働いています。

メンバー募集中！
　ただいま6人のメンバーと配達アルバイト1名で惣菜
とお弁当を作っています。おせちや恵方巻、肉まんなど
季節に合ったメニューを工夫して手作りしています。美
味しくて楽しい職場です。一緒に働いてみませんか？　

　W.Co ékouは、オルタ館の管理・運営・会議室の受付業
務を主に行っています。独自事業としては、作業所のクッ
キーなどの販売をしています。
　1985年のオルタナティブ生活館完成から生活クラブ神
奈川の本部として機能していたオルタ館でしたが、1992年
に他への本部移転に伴い『組合員や地域社会へオルタナティ
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住所 横浜市港北区新横浜
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住所 座間市相武台
☎・FAX 046-254-0767 メンバー 6人
設立 2012年5月

　受付の仕事は8：30 ～ 17：30、土曜日・日曜日（月1回）、
祝日も開館します。朝1番はオルタ館の鍵開けからです。1
人なので遅刻はNG。ルーティンワークをしながら種々雑多
な電話、本部からの急な会議、トラブルにも対応しています。
　時間帯によっては混雑しますが、各団体には気持ちよく
オルタ館を使っていただけるよう心がけています。  （斉藤）

ブな生き方・健康・文化
を提供する拠点』とし
て再スタートしました。
　ほぼ 同 時 に、1993
年4月W.Co ékouも誕
生しました。1993年設
立総会からメンバーは
入れ替わりながら今年
5月には第29回の総会
も無事終了し、30年目
に向けて新たなスター
トを切りました。

TOPICS

基金ニュース

　生活クラブ運動グループのみならず、市民、団体等、
地域にかかわるさまざまな活動主体が、連携して全員
参加の持続可能な福祉社会づくりに向け、助け合いの
コミュニティーをつくる、担い手を作るということで、
第１クールのリーダー講座は8月31日から9月28日ま
で連続5回で午前午後の講座が集中して行われました。
　参加型で作る福祉活動を行っている団体からの報告
を聞く講座あり、グループに分かれて、人の話を聴くこ
との大切さと振り返りの大切さを身をもって感じる傾
聴の講座あり、最終回はフィールドワークで居場所を
訪問したり、目の回るようなペースで進みました。

　講座を聴いて、地域にはこんなにいろいろな活動が
あることを知り、地域を知ることの大切さを感じまし
た。また「もっと何かやりたいけど、何をやったらよい
かわからない」組合員リーダーの方に若い力で活躍し
てもらいたいと思いました。そして私にできることは

『話は聞くではなく、聴くこと』を大切にしていきます。
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(八杖泰子)

W.Co支援のために個人寄付のご協力よろしくお願いします！

「」

全員参加による地域未来創造機構(略称:未来機構)の
地域を豊かにする基礎講座とリーダー講座が始まっています

「おもいやりハウス」をみんなで見学、
駄菓子やクレープ販売。
地域のママさんたちが活躍しています。

　各団体の基金予算化に関するアンケートへのご協力、
ありがとうございました。部門会議から選出されている
委員がとりまとめ、9月の委員会で共有しました。W.Co
の方々の基金に関する思いやご意見がわかって大変有
意義でした。今後、基金のあり方についてさらに検討が
必要になりますが、何らかの形でまた多くの方に経過を
お知らせできたらと思います。
　さて、基金委員会では、今年度も寄付収入の予算を、
100万円で計上しています。新型コロナウイルス感染症
第7波も今のところ、収束の方向へ向かっているように
見えますが予断を許さない状況です。事業継続にとって
不安な要素が残る今、いざという時にお互い様の支援を
維持するW.Co基金は頼れる存在です。

講座最終日フィールドワークで思いやり
カンパニーの居場所「おもいやりハウス」
の前で仲間が集合しました。

　団体での予算化は厳しいという声もあるなかでは、
有志として個人寄付の積み重ねが必要になります。皆
さんからの1人200円の個人寄付が、困っているW.Co
の助けになります。ご協力をよろしくお願いします。

（W.Co基金委員　小矢洋子）

おたがいさまの
助け合い

うぇい便に個人寄付用の封筒と
振込用紙が入っています。
ご利用ください。
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